
平成２３年度　国保会計収支の状況

１．　歳入の見込み

予算額 決算見込額 歳入不足額

444,731 425,550 △ 19,181

9,730 12,000 2,270

359,618 327,966 △ 31,652

148,325 144,741 △ 3,584

110,706 88,468 △ 22,238

74,039 70,038 △ 4,001

212,429 207,066 △ 5,363

計 △ 83,749

２．歳出の見込み

予算額 決算見込額 不用額

145,872 139,910 5,962

9,240 8,400 840

5,000

6,000

計 17,802  イ

療養給付費（一般＋退職）

確定分 見込み① 見込み② 見込み③

3月 87,813 92,890

4月 79,214 89,515

5月 84,519 90,691

6月 87,547 93,468

7月 90,706 93,886

8月 85,822 92,227

9月 85,551 82,018

10月 90,452 80,066

11月 104,980 96,132

12月 103,083 85,088

(3～12計) (899,687) (895,981)

1月 91,238 85,000 91,238 97,506

2月 89,047 85,000 89,047 94,439

計 1,079,972 1,065,981 1,076,266 1,087,926

不用額 69,191 58,906 47,246

３．収支の見込み

療養給付費の予算残が ①の場合 ア＋イ＋①＝

②の場合 ア＋イ＋②＝

③の場合 ア＋イ＋③＝ 18,701千円の赤字

　　〃

H23年度12月

分程度の額が

今後2か月続く

と想定した場

合（ここ数年、

1・2月の療養

給付費が12月

分の額を超え

た例がない）

H22年度の額

と同額とした場

合

H22年度額の

約6％増とした

場合（H23.11

月時点で見込

んだ額）

備　　考

3,244千円の黒字

7,041千円の赤字

保険給付費（出産育児） 　　〃

共同事業交付金 　　〃

 ア

科　　　　　目

高額療養費（一般＋退職） 2月までの状況から判断

総務費、保健事業費 例年の残から判断

予備費 2月までの状況から判断

診療月 H22年度

H23年度（現計予算額：1,135,172千円）

療養給付費等負担金（国） 申請状況から判断

普通調整交付金（国） 　　〃

普通調整交付金（県） 　　〃

療養給付費等交付金（基金）

　　　〃　　　（滞納繰越分） 　　〃

（単位：千円）

科　　　　　目 備　　考

国民健康保険税（現年分） 調定状況から判断

資料１


